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世
界
的
な
物
価
高
騰
の

な
か
で
、
欧
米
で
は
、
最

賃
を
引
き
上
げ
る
国
が
相

次
ぎ
、
円
換
算
で
ド
イ
ツ

は
お
よ
そ
１
６
０
０
円

に
、
イ
ギ
リ
ス
は
お
よ
そ

１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、

賃
金
を
大
幅
に
上
げ
、
家

　
国
内
で
は
23
日
、
新
た

に
20
万
９
７
５
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

物
価
高
騰
か
ら
国
民
の
く
ら
し
守
れ

物
価
高
騰
か
ら
国
民
の
く
ら
し
守
れ

～
賃
上
げ
・
消
費
税
減
税
を
～

～
賃
上
げ
・
消
費
税
減
税
を
～

感
染
者
連
日
最
多

感
染
者
連
日
最
多

医
療
・
検
査
・
保
健
所
体
制
の
強
化
を

医
療
・
検
査
・
保
健
所
体
制
の
強
化
を

　
病
院
の
ベ
ッ
ト
を
増
や

し
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
検

査
が
受
け
ら
れ
る
検
査
所

を
つ
く
り
、
感
染
者
へ
の

対
応
を
す
る
保
健
師
の
人

数
を
増
や
す
こ
と

な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
大

阪
で
は
、
７
月
15

日
に
入
院
基
準
を

変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
入
院

基
準
で
は
、
中
等

症
以
上
の
患
者
に

加
え
、
中
等
症
の

移
行
が
懸
念
さ
れ

る
65
歳
以
上
や
基

礎
疾
患
が
あ
る
な

ど
リ
ス
ク
の
高
い

軽
症
患
者
も
対
象

で
し
た
が
、
原
則

と
し
て
中
等
症
以
上
の
患

者
（
酸
素
吸
入
が
必
要

だ
っ
た
り
、
肺
炎
に
な
っ

た
人
な
ど
）
に
限
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
の

ベ
ッ
ト
を
増
や
す
ど
こ
ろ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

３
９
４
床
の
急
性
期
病
床

を
削
減
。
22
年
度
も
慢
性

期
を
含
め
８
４
９
床
の
削

減
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
大
阪
府
会
議

計
を
あ
た
た
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
消
費

税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
を
求
め
て
い
ま
す
。
内

部
留
保
課
税
で
大
企
業
優

遇
の
不
公
平
税
制
を
た
だ

し
、
政
府
の
責
任
で
賃
上

げ
を
推
進
。
年
金
減
額
や

75
歳
以
上
医
療
費
の
２
割

負
担
中
止
、
大
学
の
学
費

半
額
な
ど
が
必
要
で
す
。

ま
で
で
最
も
多
か
っ
た
22

日
の
約
19
万
５
０
０
０
人

を
上
回
り
、
４
日
連
続
で

過
去
最
多
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
感
染
の
急
激
な
広

が
り
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。

員
団
の
「
病
床
削
減
や
め

よ
」
の
質
問
に
、
吉
村
知

事
は
「
引
き
続
き
推
進
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
第

６
波
で
コ
ロ
ナ
感
染
の
死

亡
者
が
全
国
で
一
番
多

か
っ
た
大
阪
。
府
民
の
命

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
国

も
府
も
第
６
波
で
の
対
応

を
反
省
し
、
医
療
・
検
査
・

保
健
所
体
制
の
強
化
に
取

り
組
む
べ
き
で
す
。

９月議会日程
９月６日（火）

８日（木）
１２日（月）

１３日（火）

２１日（水）

２２日（木）

本会議／提案理由説
明
本会議／質疑
文教にぎわい委員会
福祉企業委員会
市民都市委員会
総務消防委員会
本会議／採決、一般
質問
本会議／一般質問

ぜひ傍聴をお願いします。
※いずれも午前 10 時開会です。

新型コロナ「第7波」、物価高から新型コロナ「第7波」、物価高から
市民のいのちとくらしを守るため市民のいのちとくらしを守るため
の要望の要望

日本共産党高槻市会議員団（7月 26 日市長に提出）日本共産党高槻市会議員団（7月 26 日市長に提出）

要望内容要望内容
１、新規陽性者のファーストタッチを65歳以上に限定
せず、全感染者を対象にすること。

２、無料検査所を高槻市でも設置すること。また、検
査所に行けない家庭には検査キッドを配布するこ
と。

３、感染者の急増を受け、保健所の体制や自宅療養者
への支援を強化すること。

４、ひとり親家庭など生活困窮者への食糧支援に取り
組むこと。夏休みになり、学校給食がなくなり十
分な食事ができなくなるので早急に実施すること。

５、物価高に加えて猛暑に対応する支援が必要です。
生活保護世帯や困窮世帯に対して夏場だけでも電
気・ガス等料金への補助を行うこと。

６、市内事業者に対して、事業者応援給付金を実施す
ること。

７、継続して公共施設のトイレに生理用品を置くこと。
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高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
出
席

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
出
席
（（
７
月
７
月
2020
日
）
日
）

８月18日木 10時〜11時半日　時：

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

介
護
職
員
不
足
の
解
決
策
を

介
護
職
員
不
足
の
解
決
策
を

昨
年
８
月
に
改
悪
の

昨
年
８
月
に
改
悪
の

食
費
・
居
住
費
補
助
に
つ
い
て

食
費
・
居
住
費
補
助
に
つ
い
て ～

き
よ
た
純
子
の
質
問
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
～

　
こ
の
事
業
は
判
断
能
力

が
不
十
分
な
認
知
症
高
齢

者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
等
が
、
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
利
用
者
と
の
契
約
に

基
づ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
の
援
助
を
行
う

も
の
で
す
。
高
槻
市
で
は

２
０
２
１
年
度
の
利
用
者

は
87
人
で
、
前
年
度
よ
り

12
人
増
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
、
自
立
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
が
困
難
な
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

市
が
身
元
保
証
す
る

市
が
身
元
保
証
す
る

こ
と
等
求
め
る

こ
と
等
求
め
る

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が

増
え
る
な
か
で
、
入
院
や

施
設
入
所
な
ど
で
求
め
ら

れ
る
「
身
元
保
証
人
」
に

困
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
身
元
保

証
人
が
な
く
て
も
入
院
や

介
護
施
設
な
ど
へ
の
入
所

は
可
能
で
す
が
、
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
は
、
高
齢

者
が
介
護
施
設
に
入
所
す

る
際
、
身
元
保
証
人
が
な

い
場
合
は
受
け
入
れ
を
拒

否
す
る
施
設
が
約
３
割
に

の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
施
設
側
と
し
て

は
費
用
の
支
払
い
や
、
死

亡
時
の
引
き
取
り
な
ど
へ

の
不
安
が
根
強
い
で
す
。

私
は
、
市
が
身
元
保
証
を

す
る
こ
と
。
終
活
支
援
の

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　
施
設
入
所
し
た
場
合
の

食
費
や
居
住
費
を
補
助
す

る
「
補
足
給
付
」
が
、
昨

年
８
月
に
改
悪
さ
れ
ま
し

た
。
所
得
基
準
が
厳
し
く

な
り
補
足
給
付
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
人
が
い
ま

す
。

　

制
度
改
悪
の
影
響
を

質
問
す
る
と
、
高
槻
市

は
「
２
０
２
１
年
度
の

支
出
が
前
年
度
よ
り
約

９
２
２
万
円
の
減
少
。
支

給
件
数
は
前
年
度
に
比
べ

て
１
２
５
人
の
減
少
」
と

の
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け

の
人
に
影
響
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
補
足
給

付
の
改
悪
は
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高

い
保
険
料
を
払
っ
て
も
、

い
ざ
使
お
う
と
思
っ
た
時

に
使
え
な
い
制
度
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
負
担
増
と
サ
ー

ビ
ス
削
減
を
繰
り
返
す
こ

と
に
。
私
は
、
国
庫
負
担

の
引
き
上
げ
に
よ
る
介
護

保
険
の
充
実
が
必
要
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
の
介
護

職
員
の
有
効
求
人
倍
率
は

４
倍
、
訪
問
介
護
で
は
15

倍
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

低
賃
金
と
重
労
働
の
た
め

定
着
せ
ず
、
訪
問
介
護
の

ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
も
進

ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　
政
府
の
賃
金
引
上
げ
の

対
策
で
は
、
介
護
職
へ
は

わ
ず
か
月
９
０
０
０
円
の

引
き
上
げ
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
全
産
業
よ
り
月

９
万
円
も
低
い
賃
金
と
い

う
の
に
、
こ
れ
で
は
不
順

分
で
す
。

　
国
に
ケ
ア
労
働
者
の
大

幅
な
賃
金
の
引
き
あ
げ
、

余
裕
の
あ
る
人
員
配
置
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
私
は
市
が
現
場
の
実
態

や
、
他
市
の
取
り
組
み
な

ど
を
調
査
研
究
し
、
国
に

必
要
な
対
策
を
求
め
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

戦
意
高
揚
宣
伝
を
考
え
る

戦
意
高
揚
宣
伝
を
考
え
る

戦
争
し
な
い
国
と
し
て
、

戦
争
し
な
い
国
と
し
て
、

憲
法
９
条
い
か
そ
う

憲
法
９
条
い
か
そ
う

　
７
月
24
日
、
高
槻
革

新
懇
の
学
習
会
「
戦
意

高
揚
宣
伝
（
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
）
を
考
え
る
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
戦

争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、

「
我
々
は
戦
争
を
し
た

く
な
い
」、「
し
か
し
敵

側
が
一
方
的
に
戦
争
を

望
ん
だ
」
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
を
行
っ
て
い

る
ロ
シ
ア
、
戦
前
の
日

本
な
ど
、
戦
争
し
よ
う

と
す
る
国
は
今
も
昔
も

そ
の
宣
伝
方
法
は
変
わ

ら
な
い
と
の
話
に
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
前
の
日
本
で
の
戦

意
高
揚
の
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
、
雑
誌
、
映
画
館

で
流
れ
る
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
（
動
画
）
を
み
ま
し

た
。
動
画
は
、
戦
死
は

名
誉
な
こ
と
と
学
徒
出

陣
、
特
攻
作
戦
の
飛
行

機
を
見
送
る
様
子
な
ど

が
流
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
を
正
当
化
す
る

宣
伝
に
よ
り
、
国
民
同

士
で
相
互
監
視
を
す
る

な
ど
、
戦
争
協
力
は
自

発
的
な
も
の
も
多
く

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
恐

ろ
し
い
こ
と
で
す
。

　
施
行
75
年
の
憲
法
の

下
で
自
衛
隊
は
一
人
の

戦
死
者
も
出
さ
ず
、
一

人
の
外
国
人
も
殺
し
て

い
ま
せ
ん
。「
日
本
を
戦

争
す
る
国
に
す
る
逆
流

は
許
さ
な
い
」
の
声
を

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。


